
安全で安心なまちづくりに努めます
都島の過去の浸水被害を踏まえ、水に強い強靭なまちにします
様々な災害、事故から区民を護ります

荒木はじめ Araki Haj ime自民党都島区支部・支部長代行
前大阪市会議員・元都島区長

笑顔あふれるまち都島へ

〒534-0021 大阪市都島区都島本通１－４－２１
電話 （06）6978-4056／FAX （06）6978-4057

荒木はじめ事務所 大阪市都島区友渕町 在住
大阪市立大学 卒業
自民党都島区支部支部長代行
都島区支部市政対策委員長

現 在■
大阪市会議員 当選
財政総務委員会副委員長／市政改革特別委員～
都市経済委員会委員長
自民党・市民クラブ市会議員団政調会長

平成27年4月
平成27年5月
平成28年5月
平成30年4月

大阪市職員／市長室等の勤務を経て
第24代都島区長などを務めた

略 歴■荒木はじめプロフィール
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▲荒木はじめHP

防災の先進都市として　医療の先進都市として 
多様な能力が生かされる教育
子育て支援だけではなく給付型へ
地域コミュニティへの市民参画

命を守る 未来を創る

私たちはすべての人や地域が未来に希望をもてる社会を、
皆様と共に創り上げてまいります。

大切で大好きな私たちのまち都島のために
笑顔あふれるまち都島へ
何気ない毎日が当たり前のように

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、自
民
党
市
会
議
員
団

は
Ｉ
Ｒ
・
カ
ジ
ノ
関
連
議
案
の
Ｉ
Ｒ
区
域

整
備
計
画
案
や
夢
洲
土
壌
改
良
経
費
の

関
連
議
案
に
対
し
て
反
対
し
ま
し
た
が
、

維
新
・
公
明
党
他
の
賛
成
多
数
で
も
っ
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
現
在
の
大
阪
の
Ｉ
Ｒ
誘
致
に
関
し
て

は
反
対
で
す
。

　

現
職
の
時
代
に
は
、自
民
党
・
市
民
ク

ラ
ブ
市
会
議
員
団
政
調
会
長
と
し
て
、

党
本
部
に
お
い
て
、府
連
所
属
議
員
に
対

し
て
大
阪
市
の
重
点
課
題
の
要
望
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

特
に【
児
童
・
生
徒
の
急
増
対
策
に
か
か

る
国
庫
負
担
制
度
の
拡
充
や
学
校
施
設

の
老
朽
化
に
対
す
る
財
政
措
置
】【
下
水

道
施
設
の
改
築
に
か
か
る
補
助
制
度
の
継

続
と
治
水
・
浸
水
対
策
の
推
進
】な
ど

市
政
全
般
に
わ
た
り
予
算
の
要
望
を
い

た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、当
時
の
岸
田
文
雄
自
民
党
政
調

会
長(

現
総
理)

が
来
阪
の
際
に
は
、大
阪

市
の
大
都
市
制
度
や
学
校
施
設
に
関
す

る
予
算
要
望
な
ど
喫
緊
の
課
題
に
つ
い
て

議
員
団
を
代
表
し
て
要
望
書
を
手
渡
し

ま
し
た
。 

▲ 当時の岸田政調会長(現総理)に要望書を手渡す、
市会議員団 荒木政調会長(当時)と黒田幹事長(当時)

　

カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
誘

致
に
つ
い
て
は
、大
阪
市
で
は
当
初
、公

金
は
使
わ
な
い
と
い
う
事
が
前
提
で
議

論
は
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。歴
代
の
市

長
が
議
会
答
弁
で
も
そ
の
よ
う
に
答
弁

し
て
い
ま
す
。

元
々
、こ
の
夢
洲
は
一
般
廃
棄
物
や
建
設

工
事
な
ど
で
発
生
す
る
建
設
残
土
、廃
棄

物
や
浚
渫
土
砂
な
ど
を
処
分
す
る
た
め

の
用
地
と
し
て
計
画
的
に
埋
め
立
て
造

成
さ
れ
た
土
地
で
し
た
。そ
の
た
め
に
、こ

れ
ま
で
こ
の
地
域
の
埋
め
立
て
地
は
事

業
者
責
任
で
、土
地
利
用
者
に
土
地
の
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。浚
渫
土

砂
・
建
設
残
土
・一
般
廃
棄
物
な
ど
を
処

分
す
る
た
め
の
土
地
で
あ
る
た
め
、土
壌

汚
染
や
液
状
化
対
策
の
経
費
が
必
要
な

土
地
で
あ
り
ま
す
。し
か
し
、今
回
、Ｉ
Ｒ

誘
致
の
た
め
に
、こ
の
夢
洲
の
土
壌
汚
染

や
液
状
化
対
策
の
経
費
を
公
金
で
対
応

す
る
と
い
う
議
案
が
市
会
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

冒
頭
申
し
上
げ
た
と
お
り
、歴
代
の
市

長
は
公
金
を
投
入
し
な
い
と
言
い
続
け

て
い
な
が
ら
、特
例
と
し
て
、公
金
を
支

出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。こ
の
対

応
を
め
ぐ
っ
て
は
、大
阪
市
内
部
に
お
い

て
も
見
解
が
分
か
れ
、土
地
を
管
理
す
る

港
湾
局
と
事
業
推
進
す
る
Ｉ
Ｒ
推
進
局

で
異
な
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、当
初
の
誘
致
条
件
が
大
き
く
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。公
募
へ
の
応
募

が
一
社
と
な
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
事
業

環
境
の
悪
化
を
理
由
に
、事
業
者
か
ら
の

開
業
時
の
事
業
規
模
の
縮
小
を
求
め
ら

れ※

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
条
件
が
緩
和
さ
れ
、当

初
の
計
画
で
は
世
界
最
高
水
準
の
見
本

市
会
場
や
国
際
会
議
場
、ホ
テ
ル
な
ど
が

整
備
さ
れ
る
予
定
が
大
き
く
条
件
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、経
済
波
及
効
果
そ
の
も
の
が
、

Ｉ
Ｒ
事
業
者
に
よ
る
試
算
で
あ
り
、行
政

が
責
任
を
も
っ
て
の
検
証
は
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

カ
ジ
ノ
に
は
年
間
二
〇
〇
〇
万
人
の
入

場
者
が
来
場
さ
れ
る
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、信
憑
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。大
阪
の
カ

ジ
ノ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
モ
デ
ル
と
し
て

い
ま
す
が
、年
間
来
訪
者
に
対
す
る
カ
ジ

ノ
売
り
上
げ
の
粗
利
益
は
余
り
に
も
多

く
見
込
み
す
ぎ
で
す
。府
市
へ
の
カ
ジ
ノ

の
納
付
金
等
は
一
〇
〇
〇
億
円
余
り
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
納
付
金
の
信
憑
性
が

大
阪
IR
カ
ジ
ノ
誘
致
に
つ
い
て

自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ

市
会
議
員
団
政
調
会
長
と
し
て

01
都島は過去には多くの水の被害を受けてきました。
明治時代、淀川が今の新淀川ではなく現在の大川であった時代、度々あった水害が原点となり、
新淀川の開削が進められました。現在の毛馬の閘門付近から真っすぐ大阪湾へ流れる河川に付
け替えられました。歴史的経過のある地域でもあります。そのためにも確りとした、水の対策を進
めていきます。また、災害は想定されていない事がおこります。想定外というのではなく、様々な
災害・事故を想定し、区民の皆様を護る施策を進めていきます。

都島のまちの絆を大切にします
地域コミュニティを絆で繋ぎ、孤立・孤独を防ぐ
地域の伝統を守る 

区内の施設と地域整備を進めます
都島区民センター・区役所を建て替えます
都島区内の全ての市立小・中学校施設の空調を完備します
毛馬桜宮公園の整備を進めます
京橋地域の開発整備を進めます 

地域の福祉と教育を充実し、子育てしやすいまちにします
だれ一人取り残さない政策
こどもへの投資(支援補助ではなく給付へ)を進めます

社会的な弱者を支援し誰も取り残さない政策を進めていきます。そして、子育てでは給付型政策へ
の転換を図り、子どもの未来へ投資をしていきます。
教育では、不登校やいじめがない教育現場を作り上げ、多様な能力が生かされる教育を進めてい
きます。また、高齢者には孤立を防ぐ地域ネットワークを作り上げ、活き活きとしたまちにします。

地域コミュニティが希薄になり、地域の絆が新たに認識されてきています。しかし、この間の
大阪市の施策はこのコミュニティをないがしろにしてきました。地域の伝統ある祭りや行事
を通して、伝統を守り絆を繋いでいきます。そして、住民の孤立・孤独を防ぎます。

都島区の区民センターは昭和53年、区役所は昭和41年の建設です。現在は耐震化対策は
済まされていますが、昭和の時代に建設された区民センターや区役所は順次計画的に建替
えていくべきです。建替えに取り組みます。
また、学校施設は中学校の講堂・体育館は空調設備が整いましたが、小学校はまだ整備され
ていません。災害時対策として、教育環境の整備として早急な対応を求めていきます。毛馬桜
宮公園は、市内でも風光明媚な地域であります。散策される区民・市民が景観を満喫してい
ただける地域として整備していきます。
また、京橋は市内東部地域の交通の要衝でもあります。ＪＲ東西線の地下化や地域の再開発
に取り組み、安全で賑わいを実感できる地域にしてまいります。

02

03

04

住んでいるから
わかることがある
大切だから
守りたいものがある
大好きだから
やりたいことがある
元 都島区長の
荒木はじめ

※

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は

会
議（M

eeting

）、招
待
旅
行（Incentive 

Travel

）、国
際
会
議（C

onvention

）、

展
示
会（Exhibition

）の
総
称
で
す
。



撤去前

撤去後
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人からも企業からも選ばれる大阪へ

〒534-0021 大阪市都島区都島本通１－４－２１
電話 （06）6925-0778／FAX （06）6925-0768

花谷みつよし事務所 中小企業診断士。昭和38年3月生まれ。同志社香里中学校・高校、同志社大学文学部卒業。
会社員を経て衆議院議員公設秘書。平成13年から大阪府議会議員5期連続当選。
その間、大阪府議会副議長、自民党府議団幹事長・政調会長等歴任。
桜宮ビーチ、中野駐車場など、都島区内での実績も豊富。再登板に向け奮闘中。

花谷みつよしプロフィール

https://mitsuyoshi-hanaya.jp▲花谷みつよしHP

前大阪府議会議員 花谷みつよし Hanaya Mitsuyoshi

中
野
駐
車
場
を
設
置

平成１３年１月に初当選後、直ちに活動開始し、平成１４年度運用開始。
当時地域の方が迷惑している違法駐車問題を解決するとともに、府有施設
の有効活用できる事業として提案し、実現。
雨水貯留施設（大阪府寝屋川水系改修工営所管理）を大阪府寝屋川水系
改修工営所のポンプ場が設置されるまでの期間、収容台数１２０台の月極
駐車場として開設しました。

不
法
占
拠
建
築
物
の
撤
去

　

戦
後
、長
ら
く
大
川
の
水
辺
の
景
観
や
環
境
を
阻
害
し
て
き
た
不
法

占
拠
建
築
物
を
す
べ
て
撤
去
し
ま
し
た
。

平
成
１８
年
３
月
８
日
の
大
阪
府
議
会
本
会
議
で
、花
谷
の
質
問
要
望
に

対
し
、土
木
部
長
が
、「
法
的
措
置
に
向
け
た
取
り
組
み
に
着
手
し
て
ま

い
り
ま
す
」と
約
束
。直
ち
に
着
手
し
、実
現
し
ま
し
た
。

大川にビーチを設置 ビーチバレーボール大会などを誘致

区内における
主な実績

花谷みつよし

▲撤去前のJR桜宮駅西側の高架下(左)
　同高架下南（通称：竜王宮)(右)

▲不法占拠された桜宮ビーチに面した道路 ▲不法占拠された桜宮ビーチに面した堤防

▲不法占拠解消後の桜宮ビーチに面した道路▲現在、区内の緑化のための施設に利用 ▲現在の桜宮ビーチに面した堤防

Before

After

▲ビーチ設置後 ▲ビーチバレー表彰式後の記念撮影▲ビーチバレーボール大会誘致に奔走し実現
▲ビーチ設置前の状態、
左に不法占拠建築物が見える

内代の交差点、
スクランブル交差点を改良
高齢の方、足の不自由な方が、青信号内に斜め横断できるようにしました。
など、地域の声を交通安全対策に反映しました。

大阪東線の開通と駅舎などに
地元の要望を実現
国会議員の秘書の時から取り組んだ城東貨物線の客車化を実現しました。

収容台数

120台

桜
宮
駅
周
辺
の

はなや

は な や

は な や はなや


